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二
十
六
歳
の
時
、
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
母
校
希

望
ヶ
丘
高
校
出
身
の
大
学
生
た
ち
の

応
援
を
受
け
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
選
挙
を
今
で
も
思
い
出
し
ま

す
。
前
任
の
議
員
の
後
援
会
を
引
き

継
ぐ
こ
と
も
な
く
、
特
別
な
業
界
や

団
体
に
ご
支
援
い
た
だ
く
こ
と
も
な

く
戦
っ
た
選
挙
で
し
た
。

「
政
治
に
信
頼
を
取
り
戻
し
た
い
」

「
民
間
の
経
営
感
覚
を
役
所
へ
！
」

こ
の
思
い
を
ず
っ
と
持
ち
つ
づ
け
暑

い
日
も
寒
い
日
も
朝
の
駅
頭
で
市
政

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
今
日
ま
で

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
間
も
な
く
二
期
目
の
任
期

が
終
了
し
ま
す
が
、
こ
の
間
、
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
２
０
０
２
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を

始
め
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
中
田
宏
市
長
の
誕
生
が
私
に
と

っ
て
一
番
印
象
的
な
出
来
事
で
、
中

田
市
長
と
仕
事
を
し
た
一
年
間
が
一

番
充
実
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

中
田
市
長
に
は
業
務
改
革
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
環
境

対
策
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
四
つ
の

政
策
を
独
自
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
市
政
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
）

二
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
施
設
命
名
権
）

三
、
公
務
員
の
名
刺
の
公
費
化

四
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得

ど
れ
も
横
浜
市
の
根
本
的
な
仕
組

み
を
改
革
す
る
重
要
な
政
策
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

私
は
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス

業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
民
間
企
業
の
よ
う
に
顧
客
満
足

度
や
成
果
主
義
、
コ
ス
ト
意
識
を
競

争
原
理
が
働
い
て
い
な
い
市
役
所
に

導
入
し
、
売
上
を
上
げ
る
代
わ
り
に

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
」こ

と
を
目
標
と
す
る
市
役
所
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も「
行
政

業
務
の
徹
底
し
た
効
率
化
」を
図
り
、

無
駄
な
税
金
を
無
く
し
、
ニ
ー
ズ
の

高
い
介
護
や
医
療
、
保
育
や
教
育
、

環
境
保
全
な
ど
に
予
算
を
多
く
配
分

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
政
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
は
、
民

間
の
取
り
組
み
と
ア
メ
リ
カ
の
政
策

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
提
案
し
た
政
策
で

す
が
、
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

対
し
、
た
ら
い
回
し
が
な
い
よ
う
に

素
早
く
応
対
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
十
八
区
役
所

の
代
表
電
話
を
一
本
化
し
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外

部
委
託
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
業
務

の
効
率
化
が
実
現
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
集
中
し
て
市
民
の
問
い

合
わ
せ
を
受
け
る
の
で
市
民
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
タ
イ
ム
リ

ー
に
市
民
の
声
を
次
の
政
策
に
反
映

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
命

名
権
）
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
決
勝
戦
会
場
で
あ
る
横
浜
国
際
総

合
競
技
場
の
運
営
管
理
費
に
市
税
が

年
間
六
億
四
千
万
円
繰
り
出
さ
れ
て

い
る
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
、
市

が
企
業
に
競
技
場
へ
名
前
を
付
け
る

権
利
を
与
え
る
代
わ
り
に
、
企
業
か

ら
広
告
収
入
を
得
て
い
こ
う
と
す
る

政
策
で
す
。（
詳
細
は
二
面
の
一
月

二
十
一
日
付
の
産
経
新
聞
に
掲
載
）

公
務
員
の
名
刺
の
公
費
化
で
は
、

福
祉
や
道
路
な
ど
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
要
望
に
対
し
、
担
当
の

職
員
が
名
前
を
名
乗
ら
な
か
っ
た

り
、
名
刺
を
渡
さ
な
い
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
。
職

員
に
「
名
刺
を
渡
し
て
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
ほ
し
い
」と
提
案
す
る
と
、

名
刺
は
職
員
の
自
己
負
担
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
名
刺

を
公
費
で
負
担
す
る
か
わ
り
に
、

「
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
私
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
」
と
名
刺
を
渡
し
て

仕
事
に
責
任
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
当
た
り
前

だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
と

接
す
る
機
会
が
多
い
一
般
職
員
に
は

ま
だ
適
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
予
算

委
員
会
で
一
般
職
員
も
名
刺
を
公
費

化
し
て
支
給
す
る
よ
う
要
望
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取

得
で
は
、
環
境
に
対
す
る
意

識
啓
発
を
市
が
積
極
的
に
行
な
う
よ

う
提
案
し
、
取
得
に
向
け
て
動
き
出

し
ま
し
た
。

最
後
に
、
政
治
改
革
の
思
い
を

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
会
議
員
と
い
う
仕
事
は
、
地
元
の

道
路
や
公
園
の
整
備
や
福
祉
な
ど
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
私
は
先
進
的
な
政
策
を
提
案
す

る
こ
と
も
大
切
な
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
あ
の
道
路
は
私
が
整
備

し
た
、
あ
の
施
設
は
私
が
・
・
・
」

と
競
う
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
業
と

し
て
し
っ
か
り
と
仕
事
を
し
て
い
れ

ば
地
域
の
方
々
か
ら
の
個
人
的
、
感

情
的
な
陳
情
は
な
く
な
り
、
市
会
議

員
は
政
策
を
提
案
し
た
り
、
約
三
兆

円
の
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
会
計
管

理
を
も
っ
と
積
極
的
に
行
う
こ
と
が

既成概念にとらわれず、同世代の
中田市長と横浜市を改革します。古
い政治体質にこだわっていては改革
はできません。
次世代を担う子どもたちのために
も未来に夢と希望がもてる横浜を創
っていきたい。
行動力ある若い市長と議員で横浜
発の新しい風を起こします！

●昭和43年 8月31日横浜生まれ、34歳。
旭区中希望が丘在住。

●昭和62年 県立希望ヶ丘高校を卒業（K39期）
在学中、サッカー部、生徒会で活動。

●平成4年 明治大学政治経済学部を卒業。
在学中、雄弁部や行政学ゼミナールで活動。
雄弁部の先輩である三木武夫首相の信念「政治倫理の
確立」に感銘を受ける。
（株）横浜銀行入行。

●平成7年 議員秘書を経て、横浜市会議員選挙に旭区より挑戦。
多くの学生ボランティアに支えられ、26才最年少当選。

●平成11年 横浜市会議員選挙2期目の当選。（まだまだ最年少）
●現　在 議会では大学教育委員会（副委員長）で活動中。

地元では鶴ヶ峰商店街協同組合顧問、旭区サッカー協
会顧問、桜蔭会（希望ヶ丘高校同窓会）評議員、（社）
横浜青年会議所、（社）日本動物福祉協会横浜支部支
部長、旭区スポーツダンス協会顧問、明治大学校友会
評議員。

■好きなスポーツ選手：中田英寿、イチロー
■好きなアーティスト：サザンオールスターズ　カシオペア
■趣　味：サッカー（希望ヶ丘FC所属）・卓球（本間クラブ所属）

スポーツ観戦・読書
■特　技：結婚式の司会　サッカーのリフティング
■著　書：「全国若手議員からのメッセージ」（共著）

古川なおきプロフィール  中田宏市長と
横浜市の経営改革！

▲中田市長と横浜市の未来について徹底的に議論しました。

横浜市会議員 

で
き
ま
す
。
三
百
五
十
万
人
の
人
口

で
市
会
議
員
は
九
十
二
人
、
旭
区
で

は
私
を
含
め
七
人
の
議
員
が
い
ま

す
。
議
員
が
市
民
と
行
政
の
仲
介
業

的
な
仕
事
し
か
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
年
間
一
千
七
百
万
円
の
人
件
費

（
市
会
議
員
の
給
料
）
は
高
過
ぎ
る

の
で
、
議
員
の
数
を
半
分
に
し
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
の
実
施
な
ど
で
情
報
公
開
に

努
め
、
開
か
れ
た
市
政
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
は
行
政
に
何
か
を
し

て
も
ら
う
の
で
は
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
自

ら
が
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く
時
代

で
す
。
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
横
浜
市

を
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
横
浜
市
の
経
営
改
革
を
中
田
市
長

と
と
も
に
」「
古
川
な
お
き
の
挑
戦

に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
！
」
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（3） 【月刊／古川なおきレポート】 平成15年3月5日号/旭区版

【用語解説】 
※ワンストップサービス……複数に分かれている（行政）サービスをひとつに関連づけ、一度の手続、あるいは一ケ所ですべてのサービスを受けられるようにすること。 
※ISO14001…… 国際標準化機構（ISO、International Organization for Standardization）が発行した環境管理システムの国際規格で、国内ではすでに約9,000の事業者や自治体が

登録されています。認証を受けるためには、環境への負荷を削減するための計画を作って実施し点検を行い、認証を受けても毎年外部審査を受けるのがポイントです。 
※ABC……活動基準原価計算（Activity Based Costing）、活動（業務の実行）を中心にコスト情報を把握する管理会計のしくみ。 

・保育所と特別養護老人ホームの整備で待機者をゼロに 
・小児救急医療や保育時間の延長など子育て支援の充実 
・電子市役所の実現で※ワンストップサービスの実現 
・学区の自由化や校長の民間人採用で教育力の向上　・不登校対策の拡充 
・小学校からの英会話教育　・民間委託で中学校給食の実施 
・横浜型環境特区の実現や屋上緑化、校庭の芝生化で、緑を創造し保全 
・徹底したゴミの分別収集でリサイクルの推進 
・環境行動都市として※ISO14001の認証取得　・不法投棄と放置自動車対策 
・野球やサッカーなど各種スポーツ施設の整備 
・商店街の活性化と創業ベンチャー支援で、市内経済に活力を 

▲中田市長へ初質問（神奈川新聞1面に掲載される）

▲毎月1回開催の学生勉強会「古川なおきスクエア」

▲市会本会議で市の経営改革を訴える

▲県立高校で地方政治について講義 ▲朝の駅頭市政報告は8年間で500回を超える！

政治に信頼を取り戻すために・・・
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古川なおきは2期目の任期の4年間で本会議質問3回、予算・決算特別委員会質問16回。これは、92名の市
会議員の中でもトップクラスの質問回数です。これからも皆さまの声をどんどん議会で提案させていただきます！

［議会］

独自に先進的な政策を提案し実現させた実績

○市民問い合わせセンター（コールセンター）のモ
デル実施（市への問い合わせで、たらいまわし
をさせません）

○責任の明確化の観点から、職員名刺の公費化を提
案し、実現

○横浜市の ISO14001の認証取得を提案
○ネーミングライツ（施設命名権）の導入で、役所
も広告収入を確保

○校庭の芝生化について提案（旭区不動丸小学校で
モデル実施）

○屋上緑化の推進
○図書館など公共施設の祝日開館を提案し、実現
○たばこの全公共施設分煙について提案

地元町内会の皆さまをはじめ多くの方々と相談さ
せていただき、道路整備、福祉政策、商店街活性化、
少子化対策、教育問題など皆さまと行政の橋渡しと
して活動してきました。

［旭区］

地元旭区の街づくりの実績

・希望ヶ丘駅NTT側踏切における歩行者の安全通
行のための道路整備に向けて動く

・下川井町の町内会館の建設とカーブミラーの設置
・中希望が丘第5公園の水道設備の設置
・希望ヶ丘地区センターの建て替えについて提案
・鶴ヶ峰商店街の歩道の安全識別舗装
・金が谷地区、下川井地区の放置自動車の撤去
・鶴ヶ峰駅前の点字ブロックの設置
・笹野台商店街入口の放置自転車対策
・旭区役所お客様の声提案箱の設置
・旭区スポーツセンターのランチルームの設置

［その他の活動］
○FIFA2002ワールドカップを成功させる横浜市
会議員の会として大会の盛り上げをサポート

○二俣川西友前の犬猫の里親探しを日本動物福祉協
会横浜支部長としてサポート

○NPO法人国際障害者スポーツ写真連絡協議会を
顧問としてサポート

○（財）日本国際交流センターが主催する日米青年
政治指導者交流プログラムに自費で参加し米国
の州議会や政党の関係者、連邦議会や行政府の
スタッフと社会課題に関して意見交換

○希望ヶ丘高校同窓会「桜蔭会100周年記念祝賀会」
で司会を努める（笑）

1999年～2003年3月（2期目）古川なおきの活動と実績

▲地域の運動会でごあいさつ ▲夢の競技場で「初ゴール！」

▲テレビ神奈川「予算の焦点」に初出演！▲米国各州議会議員が事務所に訪問 ▲現地現場主義を貫く

▲第22回横浜市民マラソンを完走！

▲サッカー少年へ激励のごあいさつ

▲小学校での情報化教育も大切です

▲犬ネコの里親捜し（毎月第3日曜日）二俣川西友前にて

▲旭区サッカー協会顧問として表彰式に出席

子供たちの未来のために・・・

1999年～2003年3月［2期目］の実績

▼2003年1月21日（火）産経新聞朝刊
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私
は
、
２
０
０
１
年
夏
に
古
川
さ
ん
の
も
と

で
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
さ
せ
て
頂
い
て
か

ら
、
古
川
さ
ん
と
活
動
を
共
に
し
て
い
ま
す
。
主

な
活
動
と
し
て
は
、
朝
夕
の
駅
頭
で
の
レ
ポ
ー
ト

配
布
、
ポ
ス
ティ
ン
グ
な
ど
で
す
。
中
で
も
、
私
自

身
が
思
い
を
込
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
駅

頭
で
の
レ
ポ
ー
ト
配
布
で
す
。
私
は
朝
五
時
に

家
を
出
て
市
政
報
告
を
行
な
う
駅
へ
向
い
ま
す
。

駅
で
は
毎
朝
、
通
勤
、
通
学
の
た
め
に
足
早

配
っ
て
い
ま
す
。

何
人
も
の
人
に
無
視
さ
れ
た
り
す
る
と
空
し

く
な
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
時
に
改

め
て
自
問
し
ま
す
。「
な
ぜ
自
分
は
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
。

も
ち
ろ
ん
、
古
川
さ
ん
の
政
治
理
念
に
共
感

し
、応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
田
市
長
よ
り
も
若
い
市
会
議
員
は
古

川
さ
ん
だ
け
な
の
で
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
、
私
は
本
来

一
番
身
近
で
あ
る
べ
き
地
方
政
治
に
一
人
で
も

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
、

レ
ポ
ー
ト
配
り
を
し
て
い
る
の
で
す
。

特
に
、
昨
今
若
者
が
政
治
に
対
し
て
無
関
心

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
よ
う
な

一
学
生
が
レ
ポ
ー
ト
を
配
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
世
代
の
方
々
が
政
治
に
関
心
を
寄
せ
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
ど
こ
か
の
駅
で
お
会
い
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
そ
の
時
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

一
学
生
の
思
い

中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
政
策
科
学
科
４
年

末
廣
潤
一
さ
ん

■ 8年間続けた朝の駅頭での市政報告。（通算500回以上！）

■ 毎月「古川なおきレポート」や「市政目安箱」を発行。

■ 学生や主婦の方々と勉強会を開催。

■ 政治活動資金をレポートで公開。

■ ホームページを活用した情報公開。

■ 政治倫理の確立。

古川なおきは「口利き政治」から「政策提案型政治」を確立し、
朝の駅頭から政治に信頼を取り戻します。

－ 政治活動資金を公開します －
2002年古川なおき青春の会収支報告

携帯からも見れます（iモード・J-スカイ・EZweb対応）
ホームページご紹介ページも開設しました

毎月古川なおきレポートを発行してきました！
市民の方へ活動報告をするのは議員の責務です

私は毎月駅頭で早朝出勤される皆さまに
市政報告をして「月刊 古川なおきレポー
ト」を配布しています。最初のころは「朝
からうるさい」とおしかりをいただいたり
レポートを受け取られる方も少なかったの
ですが、最近は多くの方にお読みいただき
感想やご意見をいただくようになりまし
た。激励のEメールをいただくこともあ
り、「継続は力なり」と言う言葉を実感し
ています。
「古川なおきの市政目安箱」でも多くの

皆さまからご意見をいただき、市の政策に

市政目安箱で市民の声を集めています
政治家自身が積極的に

情報公開を行わなけれ
ば、行政に対して情報公
開を主張する立場にない
と思います。また、市民の
皆さまに信頼できる政治
を実現するために私は年
1回、この古川なおきレ
ポートに資金管理団体の
収支を公開しています。

反映させていただきました。皆さまの声は私の政策提案の根幹に
なっています。
これからも私の活動や政策を皆さまに朝の駅頭で報告させてい

ただきます。
私は選挙があってもなくても続けていきますので、皆さまのご

理解とご協力を賜りますよう今後ともよろしくお願いします。

古川なおきホームページでは、古川なおき本人がその日一日の出来事や感
想を書き込む「日刊古川」、月1回発行している「古川なおきレポート」、定
期的に発行している「市政目安箱」などのコンテンツがあります。また、一
人でも多くの方にこのホームページを見ていただければと思い、お友達ご紹
介ページも開設しました。（フォームに必要事項を記入するとお友達に古川
のホームページのアドレスが転送されます）ホームページをご覧いただいた
感想やこんなページを作ってみてはなどのご提案などがありましたらぜひお
知らせください！

古川本人へのメールnaoki@furukawa2002.com

▲古川なおきスクエア（学生会）の仲間たちと

▲駅頭での市政報告

古 川 な お き の 政 治 姿 勢

に
駅
頭
を
通
り
過

ぎ
て
い
か
れ
る

方
々
が
多
い
中
、

私
は
「
一
人
で
も

多
く
の
方
に
古
川

さ
ん
の
掲
げ
る
政

策
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
、
市
政
報

告
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
レ
ポ
ー
ト
を

読
ん
で
頂
き
た

い
！
」
と
い
う
気

持
ち
で
一
生
懸
命

寄付 3,118,937円 
その他の事業収入（催し物の余剰金） 537,439円 
収入合計 3,656,376円 

※収入と支出の差額は自己資金で負担しました。　※事業収入は経費との差額を計上しています。 
※古川なおき青春の会は政治団体（資金管理団体）です。 

 

［収入］ 

事務所費（人件費・光熱費・消耗品など） 2,748,944円 
政治活動費（交通費・会議出席費など） 1,763,284円 
レポート発行費（印刷・封筒・郵送代など） 3,922,872円 
研修会費・書籍代・記録資料費 203,510円 
支出合計 8,638,610円 

［支出］ 

思い出の一コマ（26才の初心は忘れない！！）


